
【診療所向け】請求書・実績報告書（エクセル）の入力について 

 

※様式については、石川県ＨＰに掲載しているものを各医療機関でダウンロードし、使用してくださ

い。様式には計算式が含まれておりますので、手書ではなく、エクセルをダウンロードしたものを

使用いただくようお願いします。 

 

必要に応じて、      で着色されているセルに対して必要な入力を行います。 

（適宜、白色のセルに入力を行って構いませんが、数式等が入っているセルを編集する場合、自

動計算されるようになっている接種合計数、請求金額等が影響を受けますので、ご注意ください。） 

 

 

５月９日以降の接種数について、該当する日付の欄に入力します。個別接種促進のための支

援事業の接種数には、接種まで至らず、予診のみとなった案件は計上できません。 

 

 



J 列「週の回数区分」には、接種回数に応じて、「150 回以上」「100 回以上」「100 回未満」が

表示されます。接種回数に応じて自動的に表示されますが、以下の例示のような場合には、請求

者において手動で選択することもありますので、適宜対応ください。 

J列「週の回数区分↓          

 

 

 

【具体例】 

第１週～第５週 150 回（5 回） 

第６週～第８週 100 回（3 回） 

第８週以降 100 回未満 

 

上記のような場合に、第１～第５までで 150 回を 5 回とカウント（①）する場合と、第１～第４を

150回以上、第５～８を 100回以上とカウント（②）した場合とで、請求額に差が出る。 

 

① 150×5×3,000+100×3×0＝2,250,000 

② 150×4×3,000+（100×3+150×1）×2,000＝2,700,000 

 

このような場合に、150 回以上接種した週について、「150 回以上」から「100 回以上」に変更

するかは請求者の判断となる。変更する場合、下図のとおりリストから選択して手動で変更を

行う。 

 

    
 

 

 



各日付けにおける接種数の入力及び「週の回数区分」の設定後、シートの下方にある「個別接

種促進のための支援事業に係る請求書（診療所）」に自動的に請求金額及び内訳が表示されま

す。内容についてご確認後、印刷ください。 

 

 

その他、県への情報提供として、口座情報も記載してださい。 

 

 
 

※「職域」「職域以外の欄」について 

「接種回数（予診のみを含めない）」について、「職域以外」と「職域」とで分けています。 

職域接種の実績分については、以下の①及び②の両方を満たす場合に限り、接種回数を入力

してください。（条件を満たしていない場合、職域接種分を含めて申請することは出来ません。） 

①中小企業の社員や学生等が出向いてきて医療機関内で行った接種であること 

（企業や大学などが指定した外部の接種会場に、医療機関が出張して接種した回数を含め 

ることはできません。） 

②「中小企業（中小企業基本法（昭和 38 年法律第 154 号）第２条第１項に規定する中小企業

を指す。以下同じ。）が商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成され

る団体を事務局として共同実施した職域接種」又は「文部科学省が別に定める地域貢献の

基準を満たす大学、短期大学、高等専門学校、専門学校（以下「大学等」という。）の職域接

種で所属の学生も対象に実施した職域接種」であること。 

 



 


